
・再評価時計画における事業全体B/C（平成27年度）

便益（Ｂ）/費用（Ｃ）＝1.4＞1.0

（国土交通省費用便益分析マニュアルにより算出した場合、1.3）

Ｈ２４年度、道路管理者、交通管理者及び教育委員会で実施した、通学路緊急
合同点検により、対策路線となった。

②産業・経済情勢 なし

（３）評価項目［再評価時点の費用対効果分析］

・事業採択時計画における事業全体B/C（平成21年度）

便益（Ｂ）/費用（Ｃ）＝1.4＞1.0

１５0百万円

なし

なし

Ｈ２８年度に地域高規格道路ＩＣアクセス道路補助制度が創設される。

今後建設が予定されている新山梨環状道路北部区間　(仮称)牛句ＩＣへのア
クセス道路となる予定である。

（１）事業の概要

①事業目的及び効果

④上位計画・関連事業計画等の変更
無電柱化を推進すべく、電線共同溝を整備すべき道路に県が指定。（H22年
度）

（２）評価項目［事業を巡る社会経済情勢等の変化］
　　（今回の再評価で変更がある場合、変更事項を説明するために必要な内容）

Ｈ22年度～Ｈ28年度 Ｈ22年度～Ｈ28年度

①地域・住民の意向状況

③国等の方針変更

1,050百万円 1,430百万円 1,570百万円

（道路改良）「平成21年度事前評価」
この事業は、都市計画道路 高畑町昇仙峡線のうち、県道甲府韮崎線交差点付
近から昇仙峡方面に向け、延長４００ｍについて整備するものである。本事業
は、甲府市中心部への通勤車両や昇仙峡への観光車両など交通量が多い区間に
ついて、通学路にも指定されているため自転車歩行者道の設置と併せ拡幅整備
を行うものであり、生活車両や歩行者等の安全確保、また本県の代表的な観光
地である昇仙峡へのアクセス道路として整備する必要があることから、実施が
妥当である。
なお、本路線の整備効果の発現を高めるためには、本事業区間も含め残る未整
備区間の整備が必要であることから、時間管理を徹底し、計画的な執行に努め
られたい。

※参考
   電線共同溝については、「平成23年度事前評価」実施済。
   （10億円以下のため、外部評価対象外）

平成２７年度　公共事業再評価調書
１．再評価調書      （区分）　国補 ・ 県単

事業名 街路事業［街路事業（国補・県単）］ 事業箇所 甲府市　千塚　 地区名 （都）高畑町昇仙峡線 事業主体

計画期間

山　梨　県

総事業費

②事業概要

平成2６年度まで
平成27年度

（評価実施年度）

当初計画 現計画

Ｈ22年度～Ｈ3０年度

⑥その他

測量設計
用地取得・補償
電線共同溝
            L=２１８ｍ
舗装工　L=２１８m

道路改良
　　　　L=４００ｍ
電線共同溝
　　　　L=４００m

舗装工　L=６１８m
補償

計画延長　Ｌ＝６１８ｍ　（うち　道路改良Ｌ＝４００ｍ）
　　　　　Ｗ＝6.0（1６.0）ｍ
車道幅員　6.0ｍ（２車線）
歩道幅員　4.5ｍ（両側）

・都市計画道路　高畑町昇仙峡線は、甲府市高畑を起点とし、甲府市山宮町へ
至る延長約７．３kmの幹線道路であり、今後建設が予定されている新山梨環
状道路(仮称)牛句ＩＣと接続予定である等、県内道路ネットワークを構成する
重要な路線の一つである。本工区である甲府韮崎線から北側については観光地
である御岳昇仙峡へのアクセス道路であるとともに、地域の幹線道路として利
用されており、沿線小学校等の通学路にもなっているが、自動車通行量が多
く、歩道も未整備であるため、通学する児童等が危険にさらされている。この
ため、ＩＣ、観光地、及び駅へのアクセス向上、歩行者・自転車の安全確保を
目的に未改良区間延長４００ｍの道路改良工事及び延長６１８ｍの電線類の地
中化を実施する。

③現計画の全体計画（今回の再評価で変更する前の内容）

平成2８年度以降

⑤再評価時等の評価状況

※電線共同溝は便益が算出できないため、経済効率性の算定対象としていない。

④特記事項

事業費

工事内容

１，０８０百万円 ２００百万円

今回見直し予定

⑤自然環境条件等の変化



(理由)

測量設計
用地取得・補償
道路改良L=250ｍ
電線共同溝Ｌ
=749m
舗装工　L=210m

（6）評価項目［コスト縮減の可能性］

幹線道路ネットワーク、生活道路及び将来的には新山梨環状道路へのアクセ
ス道路として重要な路線であることから、総事業費の増額および事業期間を
２年延長し、継続する。

１４０百万円の増建物補償費の増

（5）評価項目［環境への配慮］

なし

（8）所管部の今後の方針

用地取得・補償
道路改良L=350ｍ
電線共同溝Ｌ
=350m
舗装工　L=400m

なし

（7）評価項目［代替案立案の可能性］

内 容 事 業 費

③進捗率（現計画に対する実績）

本区間の周辺は、古くから市街化されている区域であり、自然環境への
影響は少ない。植栽を実施する計画であり、良好な生活環境を確保する
予定である。

41.6

H25

継 続 ・ 見直し継続 ・ その他（　　　　）

未契約用地の取得。
補償物件の現地詳細調査により、補償費が増大した。

未取得の用地に関しては、早期の問題解決に努め、工期を２年延長し、平成
３０年度の完成を目指す。

⑥今後の事業の進捗の見込み（計画期間について記載）

⑦事業計画の変更の見込み・可能性（総事業費について記載）

①これまでの計画変更等の概要

H24

工事内容

用地取得・補償
道路改良L=100m
電線共同溝
L=140m

（４）評価項目［事業の進捗状況及び見込み］

②施行済みの事業内容（（１）③「全体計画」に記載した内容と比較）

実　績

計画事業費／総事業費×100

H28

計　画 75.5

79.7

２．再評価調書

1,002百万円 139百万円

・総事業費の見直し

平成27年度
（評価実施年度）

Ｈ２２年度に、県が本路線を電線共同溝を整備すべき路線に指定したことに
より、電線共同溝事業（Ｌ＝618m）の事前評価をＨ２３年度に実施。（総
事業費３．８億円）

２８９百万円

⑤今後の事業執行上の問題点

平成26年度まで

・平成２７年度現時点での用地の取得率は７３／８３件で８７．９％で
　未契約者は１０件である。
　残り１０件は事業への理解は得られているが、代替地の選定や相続整
　理等に時間を要し買収に至っていないことによる。

算出方法

実施事業費／総事業費×100

④事業の進捗が順調でない理由

*事業着手年度。H27年度実績は見込み。

実　績

計　画

事業費

H26

89.5

19.7 64.5

H27

40.6 100.0

平成28年度以降

*H22

2.1

2.4

H23

19.6

70.1

61.5
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千塚小学校

富士見大橋

敷島中学校

敷島北小学校

(仮称)牛句インター予定地

都市計画道路 高畑町昇仙峡線

再評価対象区間

Ｌ＝618ｍ W＝6.0（16.0）ｍ
（うち道路改良延長 Ｌ＝400ｍ）

電線共同溝

写真①写真②、④

写真③



　添付資料シート（２）

写真①　現況写真　起点から事業区間を望む 写真②　現況写真　中間狭隘部

写真③　現況写真　終点側付近 写真④　着手前写真　中間狭隘部



年度 見直し後事業費（千円） 事業概要 進捗率

H22 34,722測量、設計、調査 2.2%

H23 246,669測量、設計、調査、用地、補償 17.9%

H24 312,918設計、用地、補償 37.9%

H25 328,231用地、補償、電線共同溝Ｌ＝454m、道路改良Ｌ＝250m 58.8%

H26 79,120用地、補償、電線共同溝Ｌ＝295m、舗装工Ｌ＝２１０ｍ 63.8%

H27 138,528用地、補償、道路改良Ｌ＝１００ｍ、電線共同溝工事Ｌ＝１４０ｍ 72.6%

H28 310,000用地、補償、電線共同溝Ｌ＝350m、道路改良Ｌ＝350ｍ 92.4%

H29 100,000補償、舗装工Ｌ＝400m 98.7%

H30 19,812補償 100.0%

合計 1,570,000

※道路改良及び電線共同溝延長は、片側改良を含むため、路線延長とは一致しない。

年度別事業費内訳表（今回変更後の内容）


